
 
 

   

                                 

 

   
 
 
 
 
 
 
 

 
 

          

             

 

 

三
陸
の
海
を
守
る
会

（
田
村
剛
一
代
表
）
は
、

一
月
十
七
日
、
役
員
会

を
開
催
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
を
阻
止
し
三
陸
の

海
を
守
る
た
め
に
、
原
燃

（
株
）
に
公
開
討
論
会
開

催
を
要
請
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。 

県
議
会

請
願
書
や
、
山
田
町
、
田

野
畑
村
議
会
意
見
書
で

は
、
「
岩
手
県
民
・
三
陸

沿
岸
漁
業
者
の
理
解
が

得
ら
れ
る
ま
で
操
業
に

慎
重
を
期
す
、
あ
る
い
は

行
わ
な
い
こ
と
」
と
し
て

お
り
、
事
業
者
に
よ
る
岩

手
県
民
へ
の
説
明
を
要
請

し
て
い
ま
す
。 

岩
手
県

の
係
官
が
請
願
採
択
の

説
明
に
出
か
け
た
際
に

原
燃
は
、
「
公
開
討
論
会

な
ど
の
開
催
要
請
が
あ

れ
ば
検
討
し
ま
す
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。 

今
の
と
こ
ろ
岩
手
県

と
し
て
公
開
討
論
会
や

説
明
会
の
計
画
は
な
い
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
「
守
る

会
」
が
中
心
と
な
っ
て
、

岩
手
県
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
す
よ
う
原
燃
に

要
請
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。 

「
公
開
討
論
会
要

請
書
」
は
十
九
日
に
発
送

さ
れ
、
二
五
日
ま
で
に
開

催
の
是
非
を
回
答
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。  

 

開
催
が
合
意
出
来
れ

ば
、
早
急
に
県
民
や
協

力
諸
団
体
に
よ
る
実
行

委
員
会
を
結
成
し
二
月

中
に
開
催
で
き
る
よ
う
に

準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
役
員
会
で
は
「
三

陸
の
海
を
守
る
学
習
会
」

を
開
催
し
、
さ
ら
に
、
沿

岸
市
町
村
長
や
議
会
へ
の

働
き
か
け
を
行
う
こ
と

も
決
め
ま
し
た
。 

 

三
陸
の
海
を
守
る 

学
習
会 

 

一
月
二
十
七
日
（金
） 

午
後 

六
時
半
〜 

 

宮
古
市
磯
鶏
公
民
館 

 

電
話
０
１
９
３
（６
２
） 

１
３
４
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岩
手
県
議
会
の
請
願
採
択
を
受
け
て
、
《
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
か
ら
の
放
射
能
を
三
陸
の
海
に
流

さ
な
い
こ
と
を
求
め
る
署
名
》
は
、
現
在
八
八
一
一

人
分
を
集
約
し
ま
し
た
。 

九
月
に
岩
手
県
知
事

に
提
出
し
た
五
二
六
七
人
を
遙
か
に
上
回
っ
て
お

り
、
岩
手
県
民
の
署
名
運
動
と
し
て
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

 

年
頭
の
記
者
会
見
で
、
三
村
申
吾
青
森
県
知
事

は
、
「
北
東
北
三
県
の
相
互
理
解
を
大
事
す
る
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。
岩
手
県
民
の
切
実
な
願
い
を
集

約
し
た
要
望
署
名
提
出
要
請
行
動
は
一
月
二
五

日
午
後
一
時
半
か
ら
、
青
森
県
庁
で
行
わ
れ
ま

す
。 

 

要
請
団
に
は
署
名
運
動
に
携
わ
っ
た
「
岩
手
の

会
」
と
「
海
を
守
る
会
」
の
ほ
か
、
趣
旨
に
賛
同
す

る
県
内
の
環
境
保
護
運
動
代
表
な
ど
、
十
名
前
後

の
参
加
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
青
森
県
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
課
長
が
応
対
し
、
紹
介
の
青
森
県
議
二

人
が
同
席
し
ま
す
。 

 原
燃
に
公
開
討
論
会
の
要
請

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
陸
の
海
を
守
る
会 

美しい冬の 

越喜来（おっきらい）湾   



 

原
子
力
発
電
所
玄

海
三
号
基
へ
の
ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
燃

料
使
用
（
プ
ル
サ
ー
マ

ル
）
の
是
非
を
巡
っ
て
、

一
二
月
二
五
日
唐
津

市
に
お
い
て 

佐
賀
県

が
主
催
し
て
、
公
開
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

主
催
の
県
く
ら
し
環

境
本
部
長
の
挨
拶
の
後
、

科
学
技
術
評
論
家
中

村
浩
美
氏
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
の
も
と
、
六
人

の
パ
ネ
ラ
ー
が
推
進
、

反
対
の
意
見
や
、
地
震

学
や
安
全
保
障
上
の

問
題
点
を
発
表
し
、
激

し
い
意
見
の
応
酬
が
あ

り
ま
し
た
。
後
半
は
会

場
か
ら
の
意
見
が
聴
取

さ
れ
沢
山
の
疑
問
や

意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

推
進
論
の
九
州
大

学
の
出
光
一
哉
氏
は

「
化
学
毒
物
と
違
っ
て

放
射
能
に
は
半
減
期

が
あ
り
、
毒
性
は
確
実

に
減
少
す
る
。
数
万
年

の
半
減
期
の
物
も
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
そ
の
特

性
に
合
わ
せ
て
管
理
す

る
こ
と
が
出
来
る
」
等

と
語
り
、
東
大
の
大
橋

忠
宏
氏
は
「
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
は
水
に
溶
け
な
い
の

で
極
端
に
言
え
ば
飲
ん

で
も
排
泄
さ
れ
る
。
肺

を
手
術
し
て
埋
め
込
み

で
も
し
な
い
限
り
害
は

な
い
」
等
と
所
論
を
語

り
推
進
論
を
展
開
し

ま
し
た
。 

京
都
大
学
の
小
出

裕
章
氏
は
「
今
日
本
が

保
有
し
て
い
る
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
は
四
三
㌧
に
も
及

ぶ
。
こ
れ
は
長
崎
型
原

爆
二
千
発
分
に
当
た

る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取

り
出
し
た
こ
と
が
問
題

で
あ
る
。
何
ら
か
の
形

で
微
粒
子
と
な
っ
て
鼻

か
ら
肺
に
吸
収
さ
れ
た

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
微
量

で
も
ガ
ン
を
起
こ
す
」

な
ど
と
述
べ
、
高
浜
原

発
反
対
美
浜
の
会
の
小

山
英
之
氏
は
「
放
射
性

廃
棄
物
の
安
全
管
理

は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
放

射
性
廃
棄
物
は
さ
ら

に
蓄
積
し
、
結
局
青
森

県
に
集
め
ら
れ
、
岩
手

県
の
三
陸
海
岸
の
汚
染

の
原
因
と
な
る
」
な
ど

の
所
論
を
述
べ
、
原
子

力
政
策
を
批
判
し
ま

し
た
。 

会
場
か
ら
は
二
十
余

人
が
発
言
し
ま
し
た
。

「
両
論
が
聴
け
て
理
解

が
深
ま
っ
た
。
ま
だ
ま

だ
議
論
を
深
め
る
必

要
が
あ
る
。
性
急
な
結

論
は
出
さ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
い
う
声
が
目
立

ち
ま
し
た
。 

 

三
時
間
に
お
よ
ぶ
討

論
の
様
子
は
、
「
佐
賀

県
原
子
力
安
全
行
政
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画

録
音
に
よ
る
放
送
が
行

わ
れ
て
お
り
、
詳
細
が

分
か
り
ま
す
。
（
尚
・
ま

と
め
）  

 

北
上
平
和
ネ
ッ
ト
の
再

処
理
問
題
学
習
会
は
一

月
十
二
日
、
十
一
人
が

集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
「
確
か
に
最
近
乳
ガ

ン
が
増
え
て
い
る
」
な
ど
の

話
題
や
「
消
費
者
運
動
の

立
場
か
ら
も
無
関
心
で

は
い
ら
れ
な
い
」
「
北
上
市

民
と
し
て
も
運
動
を
行

お
う
」
な
ど
の
意
見
が
だ

さ
れ
具
体
化
す
る
こ
と

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

岩
手
民
教
研
集
会

で
学
習
会 

 

田
老
町
で
開
催
さ
れ

た
民
間
教
育
研
究
団
体

集
会
理
科
部
会
主
催
の

再
処
理
問
題
学
習
会
は

一
月
十
四
日
夜
開
催
さ

れ
、
大
学
、
高
校
、
小
中

学
校
の
理
科
教
員
二
五

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
放

射
能
汚
染
に
つ
い
て
の
認

識
が
深
ま
り
、
大
学
の
学

術
会
議
で
も
早
急
に
話

し
合
う
こ
と
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。 

や
さ
し
い
学
習
パ
ン
フ 

『 

六
ヶ
所
核
燃
料
再
処

理
工
場
Ｑ
＆
Ａ 

』完
成 

 

岩
手
の
会
で
は 

誰
も

が
わ
か
る
学
習
資
料
と

し
て
「
再
処
理
Ｑ
＆
Ａ
」
を

作
製
し
ま
し
た
。
Ａ
４
版

十
頁
で
す
。
科
学
的
な

内
容
を
平
易
に
述
べ
て
い

ま
す
。 

学
習
会
で
ご
利
用
の
場

合
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

パ
ン
フ
は
無
料
で
す
が
、

送
料
分
な
ど
カ
ン
パ
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

事
務
局 

永
田 

０
１
９
（６
６
１
）１
０
０
２ 

佐
賀
県
主
催
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

 
 

プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
計
画
は 

是
か
非
か 

 

 
 

十
二
月
二
五
日 

 
 
 
 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
放
送
中 

  再処理問題 小辞典 
 《再処理工場からの放射性毒物》 その３ 
プルトニウム 
プルトニウムは核分裂を起こしやすいので原爆の

材料にもなる。海水に放出されるとワカメ、昆布など

は 270～3500 倍に濃縮する。潮風などの空気中の

プルトニウムの微粒子を吸い込むと、肺に被ばくを

与える。さらにその一部が血液に取り込まれ、主とし

て骨と肝臓に集まり、白血病や肝臓ガンの原因とな

る。プルトニウムは体から排出されにくくほぼ一生こ

れらの臓器に留まる。アルファ線は飛距離は１ミリも

ないが、エネルギーを出し続け、細胞の遺伝子など

を傷つけてゆく。食べ物で体内に取り入れた場合に

は大部分は排出されるが、ごく一部は腸から吸収さ

れやはり骨や肝臓に集まりガンなどを引き起こす。１

ｇの何千万分の１の微量でも実験動物を肺ガンにさ

せることが明らかになっている。（N） 

 

北上・平和ネット学習会 


